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観醸成において船上および ICU での演習がもたらす影響† 
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背景：学生の時期からクリティカル領域（Critical and Emergency Medicine: CEM）の看護に関心

を持つことができればコンピテンシーを認識し，主体的に向上させる素地を育むと推察される．本学

科のクリティカルケア看護で取り入れている ICU および練習船での演習を通して看護学生が捉える

CEMにおける看護の必要力を明らかにする．方法：授業開始時，ICUでの見学，練習船での1泊2日

の体験後に記述したレポートの内容を分析した．結果：対象者 6名．CEMにおける看護のコンピテン

シーとされる管理的観点，意思決定力，チームワークへの協働，自身の能力を自覚する力に該当する記

述があった．ICU での演習では観察や推察力の鋭敏さを感じ，練習船の演習ではアセスメントへの責

任感，安全や協働を維持するために法や規則の遵守および対象の社会文化を理解しながら啓蒙するこ

との重要性，自己統制力の重要性を認識していた．考察：4年生の看護学生は既習の臨地体験を通して

コンピテンシーを認識する素地ができている．本科目の演習はその認識を強化する効果が示された． 

キーワード：クリティカルケア（Critical and Emergency Medicine: CEMにおける看護），コンピ

テンシー，演習，ICU，練習船 

1. はじめに 

看護には多様な分野がある．そのうちのひとつに重症

疾患や救急の状況における患者や疾病者に対応するクリ

ティカルケアがある（重症・救急医療（Critical and 

Emergency Medicine： CEM）における看護とし，以

後，CEM における看護とする）．CEMにおける看護の

主な活動の場は重症集中医療病棟（Intensive Care 

Unit: ICU）や救急部門（Emergency Room: ER）であ

る．近年，急性期病棟の縮小化の傾向があり，重症集中

治療が集中化すると見込まれ，また年々増悪化する災害

に救急部門が関与することが注目され，CEMにおける

看護の重要性が高まり，専門性の充実が求められる．

CEMにおける看護師に対する一般的なイメージは，生

命の脅威に直面している人に対して深い知識と高度なア

セスメントをする能力を発揮するというものである

(DeGrande et al. 2018, Deacon et al. 2017）.

（DeGrande et al. 2018）の報告では，CEMにおける

看護師のコンピテンシー（有すべき専門能力）として，

管理的観点，意思決定力，チームワークへの協働，自身

の能力を自覚する力が提示されている．CEMにおける

看護に携わる実践家は備えるべき能力を高める姿勢を主

体的に示す責任がある．そのために，学生の時期から

CEMにおける看護に関心を持つことができれば，醸成

のきっかけとなる気づきを得，やがて実践家になって以

降，主体的にコンピテンシーを強化向上させる素地を育

むのではないかと推測される． 

実際，医学教育においては，早期の段階から学生が臨

地の体験をすることが医療の環境に興味をもちプロフェ

ッショナリズム（専門職意識）の芽生えをもたらし，学

ぶ意識を高める成果が示されている（Nimkuntod et al.

2015, Russ & Blackwell 2017）． 

そこで，三重大学医学部看護学科のクリティカルケア

看護（4年次選択科目）においては，ICUでの演習を取

り入れてきている．加えて，2017年度から三重大学練

習船勢水丸での演習も開始した．練習船での演習を加え

た理由は，近年の災害発生時に船舶が避難所や救護施設

として活用されることを提案した報告（秋本他，2012；

浅野，2014；若林他，2012）に基づくものである．演

習を通して，CEMにおける看護を実践する場のひとつ

として，船上が含まれることを知り，そこでの体験が
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CEMにおける看護を考えるうえで有益となることを期

待したことである． 

CEMの場に対するイメージの少ない看護学生にとっ

て，CEMにおける看護に求められるコンピテンシーを

考えることは難しい．しかし，多様なCEMに関連する

場を，臨場感をもって見学したり体験したりすること

が， CEMにおける看護師が供えるべき力，すなわち

「必要力」について，学生なりに考え，気づく機会にな

ると期待した．そして，コンピテンシーについての見地

をもたないながらも，「必要力」について気づく過程

を，コンピテンシーを知る前段階と捉え，コンピテンシ

ー観と位置付けた． 

 本研究は，ICUおよび練習船での演習が看護学生にも

たらす，CEMにおける看護の「必要力」への気づきを

明らかにすることを目的とした．  

 

2. 方法 

2.1. 対象 

三重大学医学部看護学科における 2017 年度のクリテ

ィカルケア看護を受講した6人． 

 

2.2. 期間 

2017 年 10 月～11 月に表 1 の内容で授業を構成した． 

 

 

 

2.3. 演習の概要 

１） 練習船での演習 

三重大学大学院生物資源学研究科の付属教育研究施設

のひとつである附属練習船勢水丸で行った．勢水丸は総

トン数 318 トン，全長 50.9m，幅 8.6m である．様々な

漁労設備や観測設備を装備し，通常は水産学など海洋科

学に関する実習航海や研究航海を行っている．電気推進

システムにより，船内電源と推進システムが共用化され，

省エネで地球にやさしい船として紹介されている．乗組

員は 16 人である.乗組員以外に学生室 24 人,予備室 2 人,

教員室2人の合計28人が受け入れ可能であり，それぞれ

の居室は 2段ベッドが配置された 2または 4 人の共同室

となっている．ここで1泊2日の体験演習を行った．  

（1） 船内の構造の見学 

 船舶内の空間は波の揺れに対応できるよう，固定式の

ものが多く，隙間空間には様々なものが効率よく収納さ

れている．傷病者への対応ができるよう，簡単な医療措置

ができる器具も収納されている様子を見学した． 

（2） 船上での各種作業の見学 

 船上で扱う機器は巻き上げやつり上げの機能を備えた

重機が多い（図1）．これらの重機を用い危険を伴う作業

の様子を見学した． 
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（3） 船内での食事，入浴，就寝体験 

 沖合で停泊した状態の船内で日常生活を送る体験をし

た．波の穏やかな日の航海ではあったが，常に定周期の揺

れを感じ，特に静止した姿勢の際に，揺れの感覚が意識さ

れる体験をした．船内での生活に必要な電気は練習船内

で発電されているが，搭載しているエンジンには限界が

ある．水は生活水と飲料水が搭載されているが乗船人数

や運航日数に応じた至適量の搭載である．外部からの支

援がないため船上では通常以上に節電，節水を心掛ける

生活を体験した． 

（4） 船長，機関長，航海士による講義 

 航海中の船舶内の空間は生活の場であり地域社会であ

り，職場組織であり，メンバーが生活するうえで多様な用

途をもつ状況が説明された．いわば閉鎖的な多用途空間

である．そのため秩序の遵守や協働が非常に重要であり，

船長をトップとした組織構成の意義が説明された．また

航海中は発病しても容易には受診できない．そのため各

船員は健康管理やけがの防止を自己責任で徹底すること

の重要性を聴く機会を設けた． 

（5） ディスカッション 

 講義後，船上での体験をもとに，看護について考えるこ

とをテーマとして意見交換を行った． 

２） ICUでの演習 

（1） 患者への対応をする看護師への同行見学 

場所は大学病院の救命救急・総合集中治療センターで

ある．そこには救命部門と集中治療部門(ICU)の2つの部

門があり，救命部門は一人の看護師が 1 人または 2 人の

患者の対応をする 2 対 1 看護体制の対象病床 8 床，ICU

は 2 対 1 看護体制 6 床、7 対 1 看護体制（1 人の看護師

が対応する患者数が 7 人以下）10 床で構成されている．

見学は主にICUで行った．ここでは，主に心臓血管外科，

脳神経外科，消化器外科，呼吸器外科などの術後の患者や

呼吸や循環，代謝などの重篤な機能不全をきたしている

患者の治療が行われている．学生は ICUで治療中の重症

疾患患者の診療の補助および日常生活の援助のケアに関

わる看護師に同行し，看護師が担当する患者への対応を

同室内で観察した．倫理的配慮として，学生が見学するこ

とを看護師から患者または家族に口頭で説明し同意を得

て実施した． 

（2） 看護師による解説 

 学生には患者情報の示された電子カルテを閲覧する権

限は付帯せず，同行した看護師から患者の病態と対応に

際して留意していることの説明を受けた． 

（3） 見学内容の振返り 

 学生は，看護師からの解説を受けながら見学し，見学後

に気になった場面，気づいたことを提示し合った．科目担

当者が学生の質問や情報に，必要に応じて解説を加え，学

生がなぜその場面が気にかかったのかを語れるよう支援

した．科目担当者は，学生から語られた内容をホワイトボ

ードに列挙した．語りの内容が飽和した後に，科目担当者

が類似した記述を分類し，再び，学生に「そこから何に気

づいたのか」を問いかけ，学生に，気づきを具体的に語る

よう促した． 

（4） ICUで実施される皮膚ケアに関する講義 

 ICU で治療を受ける患者は浮腫等による皮膚の脆弱化

のためスキン・テア（皮膚裂傷）を発症しやすい．脆弱な

皮膚の修復を促進するためには適切な皮膚保護剤の選択

や専門的な洗浄技術が求められる．ICU での実習中，皮

膚排泄ケア認定看護師から臨地で講義を受けた．  

（5） ICU で用いられている電子工学機器の取り扱い

に関する講義 

 ICU をはじめ，臨床では多くの医療工学機器が用いら

れている．そのうち，ICU で使用されている機器の取り

扱いの留意点や電気コードを差し込む適切なコンセント

の選択について，臨地での状況を前にしての講義を受け

た． 

 

2.4. データ収集方法 

受講した学生に以下の 3 回「あなたが考える CEM に

おける看護とは」のテーマでレポートの記述を求めた．1

回目：授業開始時，2回目：船上での演習終了後，3回目：

ICUでの臨地体験終了後． 

 

2.5. 分析方法 

レポートを熟読し，以下のように分析をした． 

１） 「必要力」について記述されていると読み取った箇

所について，意味を崩さないよう短文で要約し，こ

れを１つのコードとして，カウントした． 

２） その後，類似しているコードを分類し，その分類の

特徴をしめす表記（カテゴリー）を付記した． 

３） レポートを作成した時期は，授業開始時，練習船で

の演習後，ICUでの実習後の3回であった．これを

時期とし，当該カテゴリーに含まれるコードの数を

配して表にまとめ，時期間の比較をした．  

 

2.6. 真実性の保証 

 参加者確認のために，分析の中間結果を対象者に開示

し，記述した意図とカテゴリーが一致していない場合，申

し出ることを伝えた． 
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3. 結果 

3.1. 記述の特性 

 1～3回目に記述を求めたレポートは参加者6名から提

出された．分析の対象とした記述は，1回目（授業開始時）

34，2 回目（船上演習後）51，3 回目（ICU 演習後）26

の合計111記述であった． 

 中間結果の開示において対象者からの異議の申し出は

なかった． 

 

3.2. 各演習で気づいた「必要力」の内容比較 

 記述から抽出された，学生が捉える CEM における看

護師に求められる「必要力」として，【】で示す6項目が

抽出された．【意志】，【専門的思考】，【感性】，【実践力】，

【対人関係能力】，【自己管理力】である．以下に，演習別

に，記述の抜粋を「」で示し，表 2 に基づき各時期の特

徴について述べる． 

 授業開始時の【意志】は，CEM という，人の生命の分

岐点に関わる場の看護師として「人を助けたい，命を助け

ることに食らいついていく」という気持ちが重要である

と捉えていた．また，「患者のフィジカルアセスメントを

丁寧に行い，患者の声を代弁する力が必要」「医師と同じ

くらいの解剖学，疾患，治療に関する知識を持っているこ

とが患者の症状の悪化を防ぐことになる」と，目の前の患

者を適切に把握することが【専門的思考】として重要であ

ると考えていた．アセスメントをするうえで知識はもち

ろんのこと観察や洞察力という情報収集の力と判断力と

いう情報を解析する力の重要性が提示されていた．「症状

緩和や合併症の予防，早期回復への支援をする」患者への

【実践力】や「落ち着かなく心配になる家族をサポートす

る」という家族の支援を【実践（するための）力】として，
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患者や家族に説明する力はもとより，「患者の声を代弁す

る力が必要」「治療の補助だけでなく治療を考える役割も

もつ」と，患者にとって望ましい治療を，患者の意思を代

弁しながら医師と交渉する力が重要であると捉えていた．

そのためには「緊迫した雰囲気でありながら落ち着いた

様子で患者に関わり寄り添っている」自己統制を含む【自

己管理力】も重要であると記述していた． 

 ICUでの演習を経た後は，【専門的思考】に「バイタル

サインを単なる値としてみるのではなく，痛みや感情の

サインと受け止め訴えを読み取る」というように，患者の

思いを読み取ることや「医療機器には意味があり，それを

理解して看護をしなければならない」と，治療にとって不

可欠な機器に関する理解も重要であることが加わった．

きめ細やかなケアのために「鎮静によって意識を低下さ

せた状態にしている患者にとって空白の日数に関わる看

護師は日々の移り変わりを伝えることができるような挨

拶を大切にする必要がある」「患者にとって良い環境づく

りができる看護師になりたい」と，患者の身体への注目だ

けではなく患者を取り巻く環境に細やかな気づかいをす

る【感性】を鋭敏にすることを挙げていた．生命の危機的

状態にある患者の治療を進めるうえでは「医師や消防士

などとのコミュニケーションが大切である」というよう

に治療や診療に関わるスタッフ間の関係を円滑にし，連

携や協力をする【対人関係能力】が重要であることへの気

づきも得ていた． 

練習船での演習では，医療施設とは全く異なる環境の

なかで「感染や受傷の危険が潜んでいる箇所を早くアセ

スメントする力が必要」と，環境へのアセスメントの重要

性を体感し，限られた物資や資源のなかで「看護するにあ

たって根拠を知り柔軟に対応する応用力が必要」という

応用力に発展させることができる【専門的思考】の重要性

を感じていた．【実践力】においては，船上という特殊環

境で起こる事故の話しを聞き，「限られた環境，資源で処

置をしたり陸との連携をはかり，最善策を自分で考える

必要がある」という主体性と遠隔的な連携による医療行

動や「狭いスペースに多くの人が集まるため衛生状態を

よく保つことが重要である」という衛生管理に関する啓

蒙により非医療者と協働して衛生管理をする際の統制者

になることの意識を高めていた． 【対人関係能力】にお

いては，非医療者とのコミュニケーションを円滑にする

ために，「船上には特有の法律がある．船上で医療者が乗

組員となって活動する場合，相互理解に努め，連携してい

かなければならないと感じた」というように，船上の特有

の規律や文化を知ることの重要性を捉えていた．さらに，

啓蒙に際して「実行可能な案：起こりやすい問題の対処法

を示し壁に貼っておく」というように，問題の指摘ではな

くその環境に存在する人々に理解と継続を促すような提

案をすることの重要性を感じていた． 

3.3. 複数の時期に共通してみられる「必要力」以外

の要素の時期間の比較 

 記述内容から抽出した CEM における看護に関する記

述には，必要力に関する内容以外に，イメージ，目指した

い目標，役割の特徴，必要な能力，CEMにおける看護師

を目指そうとする自身に必要な努力に関する記述が共通

してみられた．以下に，記述の抜粋を「」で示し，要素の

特徴を述べる． 

（1） イメージ 

 授業開始時に抱いていたイメージは「急性期患者かつ

生命の危険にさらされている患者に行われるケアという

イメージ」「患者とコミュンケ―ションをとる機会の少な

い場」という，淡々と処置が進められる管理的要素の強い

イメージを抱いていた．「かっこいい」が「クリティカル

における看護が自分にできるか不安や怖さを感じていた」

と，憧れはあるもののその看護を目指そうという動機づ

けには至っていない状況であった．船上での演習では看

護師との接点がなく該当する記述は見られなかった．

ICU で看護師の活動の様子を目の当たりにした後は「患

者に対して沢山の病気を合併しているというイメージで

あったが，1つの機能不全が全身の機能不全につながると

気づいた」と，複雑な病態を抱えている患者に関して看護

師から解説を聞き，また，目の前でアセスメントをしなが

らケアを提供している看護師を見学し，複雑な病態への

アセスメントにも関心を寄せることができるようになっ

ていた．また「クリティカルにおけるケアは医療中心の現

場だと思っていたが，実際には患者に触れて寄り添うケ

アが多いと感じた」と，患者中心の，心理社会的側面にも

配慮した看護が展開されている事実にさらに関心を寄せ

るようになっていた． 

（2） 目標 

 自身が CEM における看護師になることを想定して，

どのような看護師になりたいかを記述した目標に関連す

るものも抽出した． 

 授業開始時の時点から「精神的な側面でも支えること

ができる看護師になりたい」と心理面へ支援することを

目標に掲げる記述があった． 

ICU での演習後には，鎮静を体験し，やがて症状が安

定してきて鎮静を低減させていく患者に対して「覚醒し

た患者のそばに寄り添える看護師でありたい」と具体的

な場面を想定した目標の記述や，「救命した患者と共に撮

影した写真を見て，フライトナースの楽しさを知り，目指

す気持ちが強くなった」と，憧れを実現する意思が高まっ

た様子の記述がみられた． 

看護学生のクリティカルにおける看護への思いおよびコンピテンシー観醸成において船上および ICU での演習がもたらす影響
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 練習船での演習後の記述には「海上で自分の仕事に誇

りをもって働いている人に出会い，自身も看護という職

業に誇りをもって働ける看護師になりたいと思った」と，

専門職としての誇りと責任感が刺激されたことが示され

た． 

（3） 特徴 

 授業開始時に抱いていた CEM における看護の特徴は

「意識のない患者や症状や苦痛を言葉に表すことが難し

い患者の変化を注意深く観察することで，症状緩和や合

併症の予防，早期回復への支援をする」という観察や推察

による情報収集であり，「シビアな状態において本人の意

思の確認，家族の意向を話し合うために患者や家族に寄

り添う姿勢が重要」だが実際には遂行が難しいと捉えて

いた．また患者への倫理的な配慮が必要であることも捉

えていた． ICUでの実習を経て「看護師は患者の状態に

アンテナを張りめぐらしてケアをしている」と，看護師の

観察や推察力の鋭敏さを感じ，「患者が聞こえていてもい

なくても朝の挨拶をすることが重要」「鎮静中の患者は自

身がどのような状況にあるかわからず不安を感じている

のでケアを行う際に，突然体に触れたりせずきちんと声

をかけてから行う」と，患者や家族への寄り添いや倫理的

な配慮の基本が，常に言葉をかけながら接近して実行さ

れている様子を捉えていた． 

 その他，授業開始時には思いもしなかった環境の特徴

を，ICU，練習船での演習で捉えていた．ICU での演習

で臨床工学の講義を聴いたことをきっかけとして「資源

が整っている ICUであっても電源，酸素などは有限なも

のである．適切な管理が不可欠である」という資源の有限

性を実感した．さらに練習船での演習を通して「緊急時に

は揺れがある環境や限られた空間や物品で看護を提供し

なければならないため，知識と技術を持つことが重要」

「閉ざされた空間のなかで多人数が生活しており心身と

もに自分の健康を保ち続けることが大変だと思った」と

有限性がさらに切実な環境のなかで看護を実践すること

の大変さを考えることができていた．    

（4） 努力 

 ICUでの演習を経た後，「救命のためには長い道のりの

知識の積み上げが重要」というように，CEMにおける看

護に求められる精度の高い知識や技術を得るためには，

継続的に体験と研鑽を積み上げることが重要であると感

じていた．他方，練習船での演習後には「乗組員のひとり

としてリーダーシップがとれるよう病棟（での活動）以上

の知識，技術，自信を備えることが必要であると思った」

など，限られた医療者の一人として船上で活動すること

を思い，医療者としての役割を遂行することへの責任の

大きさを感じていた．また「自身の健康を守ることと周囲

の人の健康を守ることの両立の難しさを知った」と，安定

して役割を遂行しようとする場合，その前提となるのが

自身の健康状態を安定させることであると捉えていた． 
 

3.4. 記述頻度の時期間比較 

クリティカルケア看護において練習船，ICU での演習

を経て，看護に求められる力が何であるのかに関する記

述は ICU においても練習船においても約 4 割を占めた．

そうした必要力に対して，ICU でも練習船でも自身の努

力の方向性を見出す記述があった．ICUでは約 1割の記

述に，知識や技術の体験を積み上げ精度を高めることを

意図した内容が示された．練習船では約 2 割に努力の記

述があった．ここでは責任を果たすことができるような

自信を培うことの重要性が示されていた（図 2）． 

 

 

4. 考察 

4.1. 先行研究で示されている CEM における看護の

コンピテンシーと看護学生が捉える「必要力」 

（DeGrand et al. 2018）の報告や Competence in 
intensive and care nursing（ICCN）（Riitta et al.2015）
のなかで示されたクリティカルケア看護師に必要なコン

ピテンシーのうち，専門性としてのコンピテンシーには

管理的観点，意思決定力，チームワークへの協働，自身の

能力を自覚する力が含まれている．本研究において対象

となった看護学生が CEM における看護の「必要力」と

して捉えた，【意志】，【専門的思考】，【感性】，【実践力】

，【対人関係能力】，【自己管理力】を比較してみる． 
１）管理的観点 
 CEMにおける看護においては，倫理的行動や健康管理

ケアに関する法律への親和性が提唱されている．人の生

命の危機に関わること，緊急の状況下で実践の責任の所

在を明らかにすることが求められる分野であることから，

倫理観や法を知ることは非常に重要な観点といえる．本

研究結果において，看護学生は法や規則の遵守の重要性

竹内　佐智恵・吉田　和枝・林　智世・松月　正樹・中村　亨・奥村　順哉・田中　香月・前川　陽一
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を提示していた．この背景に，練習船での演習における生

活体験が存在していたといえる．船上には特有の法律や

規定があり，それを遵守することで船内での限られた資

源による円滑な生活が成り立ち，海上での運行の安全を

守ることができる．この講話を聞くだけではなく，船上で

の生活を体験したことが，法や規則の遵守の重要性の体

感につながった．法や規則によって統制されていること

は至極当然のことであるが，講話や見学だけでは重要性

を知るにとどまる．今回のように船上での生活の実体験

を伴いながらの講話は説得力をもって認知されたと言え

る．  

２） 意思決定力 

意思決定に関しては，学生は，授業開始時にすでに判断

力，交渉力の重要性を認識していた．この背景には臨地実

習を複数回体験したなかで患者へのケアについて看護師

をはじめとする実践家たちと意見交換してきた経験や統

合実習を通して他部署と交渉する実情に触れたことが基

盤にあるといえる．ICU での見学を通してみた看護師ら

のアセスメントを思考の深さとして捉えると同時に，そ

のアセスメントが他部署の交渉に活かされる構造を捉え

ることができたと考える．また今回，練習船での演習を通

して，看護学生に船上での希少な医療者として「自身にな

にができるか」という問いが提示された．この問によって

看護学生は医療者としての行動や判断に責任を伴うこと

を実感し，強い意思決定の認識を持つに至ったと考えら

れる． 

３） チームワークへの協働 

 協働に関しては，学生は ICUでの演習を経て医療スタ

ッフやコメディカルのスタッフとの連携の重要性を感じ，

練習船での演習では非医療者である船員らとの協働が不

可欠である，つまり目的を達成するためには，空間を共有

する人々との連携が重要であり，そこには他者の属する

文化や組織体系を理解したコミュニケーションが必要で

あることを認識していた．船上という異文化のなかでの

1 泊 2 日の生活を通して，協働のためには相手の文化を

知り尊重する姿勢の重要性を体感したといえる． 

４）自身の能力を自覚する力 

 ICCN では自身の能力を把握しながら業務への寄与を

高めていくことが示されている．学生は就業経験を持た

ない立場であり，業務への寄与に関する発想には至って

いない．しかし授業開始時にすでに，冷静に対応するため

に自己の力を的確に捉えておくことが重要であると認識

していた．看護学生は，臨地実習体験を通して，常に自身

を振り返り自身の力を査定する姿勢を要求される．これ

により，自身の能力を自覚する力の素地はできていると

考えられる．今回，体験した練習船での演習は，２）で示

した意思決定の認識を刺激し，一層，自己の理解や自己統

制の重要性を感じるきっかけになったと考える． 

 

4.2. 看護学生のコンピテンシー観を育むために多様

な場で演習を行うことの意義 

 本科目は 4 年生後期の開講である．対象学生は 3 年時

に，病院をはじめとする臨地での実習を経験しており，4

年生前期には統合実習という実習形態で，多様な医療の

場で夜間演習や多部署との連携を体験している．そのた

め，本授業開始時に，すでに意思決定力や自己の能力を自

覚する力の重要性を認識していた．その後，本科目で体験

したICUおよび練習船での演習はさらに認識を深める成

果をもたらした．ICU での体験は，自身の知識や思考の

多様さの必要性を感じるきっかけとなり，練習船での演

習体験は知識や思考の確かさが判断と行動の責任を保証

する意識を高めるきっかけとなっていた．協働に関して

も ICUでの体験において連携の拡がりを感じ，練習船で

は連携の深さとその基盤として相手の組織文化を理解す

ることの重要性を感じていた． 

 以上のように，看護基礎教育での多様な実習を経た学

生は，CEMにおける看護に求められるコンピテンシーの

把握の素地を備えている．そして本科目で実施したよう

に多様な文化を擁する現場で看護をみたり，考える機会

をもつことでさらに認識が高まる成果がもたらされたり

する．岩田（2012）は，専門の檻に閉じこもらず，孤高

の環境に身を置き体験し，自らのバイアスや無力さを感

じることが主体性を育むと提唱している．本科目での多

様な演習にも通じる意義として捉えられる． 

 

4.3. 本研究の限界と課題 

本研究は単年次の調査であり，この教育方法の評価と

しては不十分である．継続的に受講する学生の記述を分

析していく必要がある．また，今回はこの科目を受講した

学生の授業前後の比較にとどまっており，認識の自然発

生的な変化の可能性を否定することができない．今後，本

科目の受講者と受講しない者の比較，さらには実践家と

なった後への影響についても追跡調査をする必要がある． 
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SUMMARY 

Undergraduate Nursing Students who were 

interested in critical care might percept critical care –

competency. The program of Critical Care Nursing in 

school of nursing includes two types of experiences in 

ICU and in practical ship ‘SEISUIMARU. The aim of 

this study is to explore necessary abilities perceived 

by the participants in this program. Six participants 

perceived whole of competency described: informed 

about law and rules, decision making, cooperation 

with multidiscipline, and reflection. The experiences 

in ICU and in a ship might strengthened perceived 

abilities in critical care setting for nursing students.  

KEYWORDS: critical care, competency, clinical 

experience, Intensive Care Unit, Training Ship 
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